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港湾物流関係者の業務をサイバーポートで一体的に効率化 
～九州初！志布志港で複数の港湾物流事業者参加の会議体を設置して検討開始～ 

１．背景  

サイバーポートは、一社での導入でも社内の情報連携の円滑化や輸出入申告の効率化等に
貢献しますが、事業者間の情報伝達や手続に活用することでさらなる生産性の向上が可能にな
ります。しかしながら、取引のある複数の事業者が一体となったサイバーポート導入は、まだまだ
進んでおらず、国土交通省港湾局では、港湾物流関係者一体でのサイバーポート導入のモデル
形成を進めております。 
 

２．目的・取組内容  

志布志港では、過去に開催した現地説明会での体験デモンストレーション等を通じて、複数の
事業者からサイバーポートの導入に関心を寄せていただいたことをきっかけに、今般、令和７年
11 月 10 日に、同港の①港湾物流関係者（海貨・通関・ターミナル等）、②システム関係者、  
③行政関係者が参画した会議体を設置し、港湾物流関係者一体でのサイバーポート導入に関す
る検討を行いました。 

会 議 当 日 の様 子             Cyber Port の目 指 す姿  

        

３．今後の予定  

港湾物流関係者一体でのサイバーポートの導入は、業務効率化や生産性向上等の効果を最
大化し、港湾の持続可能性の確保等にも資することから、今後、志布志港における港湾物流
DX の目指すべき姿を検討するため、関係者の業務プロセスの整理やサイバーポートによる電
子化の範囲等の検討等を踏まえ、本取組の全国への水平展開も進めてまいります。 

 

＜参考＞ 
① Cyber Port ポータルサイト：https://www.cyber-port.net/ 
② Cyber Port 利用申請ページ：https://www.cyber-port.net/ja/application/ 

 
【問い合わせ先】 

港湾局 参事官（技術監理・情報化）室 中川、山下、神野 
代表：03-5253-8111（内線 46535、46527）／直通：03-5253-8681  

    メールアドレス： hqt-cyberport★ki.mlit.go.jp  
（★を@に置き換えてご連絡ください。） 

サイバーポートは、港湾全体の生産性向上に向けた取組を推進するために、国土
交通省が保有・運用し、港湾物流や行政手続等の港湾関連手続を電子化するデー
タプラットフォームです。 

港湾物流関係者一体でのサイバーポート導入のモデル形成に向けて、九州で初めて
志布志港において、同港の複数の事業者が参加した「志布志港コンテナ物流 DX プロ
ジェクト推進会議」を開催しました。今後、志布志港における港湾物流 DX の目指すべ
き姿を検討する予定です。 


